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え、大きさ縦 13cm、横 19cm、幅 7cm、ベ
ルトの幅 2.5cmで硬麻シリンジ全体が納まる
一 75-
ものを考案した。また、バッグ、の外に出る
チユ」ブに関しては、たるみを解消するた
め長さ 100cm、115cm、130cmと三段階に
長さの調節ができる幅 5cmのたすき形のカ
バーを合わせて作成した(写真3，4)。
写真3 改良バッグ
写真4 改良バッグ装着
このバッグを3人の患者に使用してもらい、
アンケート 2を実施した。
結果、硬麻シリンジが大きい、重いと答え
た人は各2名とアンケート 1と大差はなく
チューブ、が引っ張る、引っ掛かるトラブルは
2名に起こった。しかし、シリンジをぶつけ
る、落とすトラブ、ルは3名ともみられず、運
びやすさについては 3名が運びやすいと答え
。
た
6.結論
改良バッグ、は体動時の動揺が少なく、バッ
グをぶつける、落とすといったトラブルがお
こりにくく、ウエストポーチ型で腰に巻き、
持ち上げる力を分散したことにより、持ち運
びがしやすかったといえ、目的である安全安
楽に持ち運びので、きるバッグが作成できた。
7.終わりに
今後の課題として、チューブ、在引っ張る、
引っ掛けるといったトラブルは回避できてい
ない結果となったため、今後の改善点となる。
今回の研究より、硬麻チューブ、のルートトラ
ブルの起こる原因の一つにフィルター接続部
分が抜けることが多いとわかった。これらの
情報をスタッフ間で共有し事故防止を呼びか
けていくこと、接続部が抜けてしまうことへ
の何らかの対策を考えていくことが示唆され
た。
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